
              6 月 全校集会の話 

おはようございます。 
今日は、今年 初めての集会です。 
初めに、本の紹介をします。 

これは、先生のお気に入りの本です。  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
   
 

だれが なにを していますか。 
では、こうすると どうでしょう。（本をさかさまにする） 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
この本は 「まさか さかさま」 という本です。 

「ん? あれ?」と思ったことを  よ～く見ると、 
いろいろなしかけが 見えてきます。 
今日は、「ん?あれ?」をたくさんみつけてみようという お話です。 
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前に 校⾧先生は たんぽぽの実験をしている と伝えたことがありました。 

２年生の教科書に 「たんぽぽ」というお話がありますよね。 
まだ知らない 一年生のために 紹介します。こんな文章があります。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
「晴れた 日に わたげが ひらきます。」  

どんな日かというと・・・、晴れた日です。 
「ん? あれ?」「晴れた日だけに綿毛が開くの?」と思ったので、実験してみました。                   
同じ大きさのペットボトルを用意して、1 本には水を入れて、雨の状態を作ってみました。

すると、綿毛は開かず、茶色になってしまいました。でも、晴れた状態だと、わたげが開
きました。やっぱり晴れた日だけか、お話を書いた平山さんはあってたなあ。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

でも、この写真を見てください。 



 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
これは、４日前の様子です。たんぽぽが曲がって上に伸びています。「ん?あれ?」です。 

今朝、けいとさんがもっていたチガヤ。これも、たんぽぽの仲間かな。 

今日みなさんに伝えたかったことは、 
「ん? あれ?」と思ったことは、今日のような実験や図書館やインターネットで調べて
みると、もっと深くわかることが増えてくる、いろんな見方ができるようになる という

ことです。 
学校の勉強でも、身の周りのことでも、どんなことでも、「ん? あれ?」と感じる頭を

育てていくといいなあと思います。高学年なら分かるかな?こうした見方を「探究」と言

います。夏休みにはそんな課題に挑戦してみてください。 
最後に、これは、４月３０日のたんぽぽです。  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
一か月以上ずっと綿毛のままです。 

「ん? あれ?」と思った人は手を挙げてください。 

ありがとう。 「ん? あれ?」の頭が育ち始めましたね。 


